
 

貞静学園短期大学の教育理念・目的 

 本学は、「学問と人格の切磋琢磨・心の教育」の基本方針の下、「これからの社会に貢

献できる心豊かな人材の育成」を教育理念とし、知識および実践力の向上、そして間断の

ない研究と幅広い人間教育に重点を置く大学教育機関として活動を展開しています。 

 本学は、「幼児教育・保育の特殊性・専門性を兼ね備えた柔軟性のある保育者養成」を

教育目的とし、特に、教育の基本は人間教育であることを踏まえ、社会で生きていくため

にどうあるべきか、どのような姿勢で研究を進めていくのか等、人として生きていく姿勢

を絶えず念頭に置き、教育課程に反映してまいります。 

 また、本学は、より豊かな社会生活を実現するための教養教育及び教養教育と実務教育

とが結合した専門的職業教育、さらには地域社会に密着した生涯学習の機会を与えていく

ことも視野に入れ、幼児教育・保育の分野において求められる専門的な知識・技術の修得

は勿論のこと、心の教育を重視し、乳幼児・弱者に対する思いやりや気配りとともに、職

場・社会で相手の立場に立ったものの見方・考え方ができるような人間教育を実施してま

いります。 

 さらに、日本の未来を担う子どもの豊かな成長を、家庭と保育現場から捉え、乳幼児期

の家庭のしつけが、その人間の一生を左右するほど重要であることを認識し、家庭と保育

現場の双方の連帯関係の重要性という視点に立ち、真に社会に役立つ幅の広い柔軟性のあ

る人材の養成を目指してまいります。 

  

 


